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病院概要
●病床数：２０２床（亜急性期病床28床）

開放型病院
●診療科目：内科・循環器・呼吸器科・胃腸科・

外科・整形外科・リハビリ科・リウマ
チ科・肛門科・放射線科

●看護体制：10対１
●在院日数：２１日
●紹介率：９２％
●特徴：①地域医療支援病院（１/１２３）

②災害拠点病院 （２医療圏１）
③難病支援基幹協力病院 （１/１２）
④地域リハビリ広域センター （１/10）
※分母は大分県内の数（2,013,1,1 現在）

●医師会事業
⇒健康管理センター
⇒訪問看護ステーション
⇒介護支援センター
⇒ケアステーション
⇒地域包括支援センター
⇒介護老人保健施設



地域概要
【臼杵市状況】
●総人口 ４１，４６９人 （２０１０年現在）
●６５歳以上人口 １３，４８０人
●高齢化率 ３２．５１％
●高齢夫婦世帯 ２，４６９世帯 （全国：４８０位）
●高齢単世帯 １，９８５世帯 （全国：４７２位）
●人口密度 １４２．４７（人/k㎡） （全国：１０１１位）
●病院・診療所数 病院：３ 診療所：２８ 医師数：５６人

歯科医院：１８ 歯科医院数：２５人

【いちき串木野市状況】
●総人口 ３１，１４４人 （２０１０年現在）
●６５歳以上人口 ９，０５７人
●高齢化率 ２９．０８％
●高齢夫婦世帯 １，８７２世帯 （全国：６０８位）
●高齢単世帯 １，８７７世帯 （全国：４９２位）
●人口密度 ２７７．９７（人/k㎡） （全国：７５２位）
●病院・診療所数 病院：６ 診療所：２３ 医師数：５２人



地域概要の相違点

①地域が山間部から海まで幅広い

②人口ならびに高齢化率、高齢単・夫婦世帯数（高齢化率等については
若干臼杵市が多い）

③病院・診療所数もほぼ同等（医師数と人口を比較すると、当市の方が
手厚い）
④人口密度は当市の方が高い。



介護資源状況
臼杵市 いちき串木野市

包括支援センター 1 1

社会福祉協議会 1 1

訪問看護ステーション 6 1

訪問介護 18 2

通所介護（デイサービス） 21 6

通所リハ（デイケア） 2 7

小規模多機能 0 1

居宅介護支援事業所 19 8

グループホーム 4 6

特別養護老人ホーム 3 2

介護老人保健施設 3 4

介護療養型医療施設 3 2

訪問看護Ｓｔ人員：３～１５人 （平均：８．１人）
２４時間対応Ｓｔ：５事業所



医療状況

医療費が県内
でも高い地区

いちき串木野市でも・・・。



予防のためのうすき石仏ネット（行政との連携）



病院までのケーブルの設置は行政にて負担

うすき石仏ねっとの構想は平成１４年ころからあり、
少しずつ進んできた。
（今までに既に１億近いお金を投資してきている）

また、それに準じて行政と協力して患者の１ＩＤ
化も進めてきたとのこと。



うすき石仏ねっとでつながった医療機関同士の検査デー
ターが一覧に、検査データーの把握が行い易い。

その結果が→

うすき石仏ねっとでつながった方の方がＨｂＡ１ｃの改
善率が有意であることが徐々に明らかになってきている。

予防につながり、そして医療費の削減にもつながっていくであろう！！
そのための石仏ねっとでなければいけない！！ （臼杵市医師会 舛友副院長談）

今後はより効果的に進めるために、薬剤情報を取り込みやすくするために調整中とのこと。



医療ー介護連携で交換すべき情報

①基本情報（氏名・住所・年齢・生年月日・
性別）
②医療情報
③保険情報（介護保険・医療保険・障害者手
帳など）
④経過（入院時・退院時）
※各職種ごとのアセスメントを含むもの

⑤医療管理
⑥身体・精神機能・ＡＤＬ・ＩＡＤＬなど
⑦生活情報（家族背景・生活歴）
⑧受容支援（病状を聞かれた時にどう答えれ
ばいいかが分かる）



まとめ① 今回この視察に参加して感じたのは、
まずは、

①地域特性（人口動態や様々な医療・介
護資源など）が非常によく似ていること。

②当地域での介護保険事業での訪問系
のサービスの不足

③そして、この当地域（事業）でもっと必要

と感じたことは、左記してある通り行政と

の連携、そして進むべき方向性の統一で
した。



まとめ②

脳卒中Ｇ 認知症Ｇ 癌Ｇ

連絡協議会（１７名）

運営委員会（４名）

調査・広報・研修・ＩＴ班


